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ʮワーク・ライフ・バランスフΣスλ2025�ෆ೛࣏ྍͱ࢓
தݝݿͷฌࢢށԉフΥーラϜʯを�2݄�೔ɺਆࢧͷཱ྆ࣄ
ԝ࿑ಇηンλーେϗーϧͰ։࠵ɻۀا�・ஂ ମ ʮ͕ͻΐ͏
ʯͱしͯදজ͞Εましたɻۀاͷバランス׆ͱੜࣄ࢓͝

ひょうご仕事と生活センターは、兵庫県、連合兵庫、県経
営者協会、兵庫労働局の協働により2009年度に開設され、
全国に先駆けてワーク・ライフ・バランス（WLB）の推進に力
を注いできました。その中で、働く人がやりがいを感じ、かつ
多様な生き方を選択しながら働ける仕組みを先導的に取り
入れている企業・団体を「ひょうご仕事と生活のバランス企
業」として毎年表彰しています。

冒頭あいさつに立った齋藤元彦
兵庫県知事は、「 子育て、介護、自
身の病気の治療などさまざまな事
情を抱えながら働く人が増えてい
る。中でも不妊治療は経済的負担
が大きく、仕事と両立するには周囲
の理解が必要であり、不妊症等に
関する支援推進条例を2025年7月
に全国で初めて施行した。多様な人材が働き続けられるよ
うに県として支援していきたい」と述べました。

本年度は「ひょうご仕事と生活のバランス企業」に6企
業・団体が選ばれ、受賞企業・団体に表彰状が手渡されま
した。続いて「ワーク・ライフ・バランスキャッチフレーズ」の
グランプリに選ばれた赤曽部千陽さんら6人が表彰されま
した。また、自らがリーダーとなり働き方改革の推進役を担
うキーパーソンの養成講座を受講した12企業・団体14人
の修了式も行われました。

この後、神戸大学大学院経営学研究科の庭本佳子准
教授が「日本企業におけるダイバーシティ推進の現状と課
題」のテーマで講演。庭本氏をファシリテーターに、不妊・
不育症当事者団体のNPO法人Fine理事長の野曽原誉枝
氏、アスカカンパニー株式会社執行役員管理本部長の門
脇弘朋氏による「 不妊治療と仕事の両立支援の取組」を
テーマにしたパネルディスカッション
も行われました。

最後に、ひょうご仕事と生活セン
ターの辻芳治センター長が「 一人
一人の働きがい、やりがいを実現
する職場環境の構築が重要。その
ためにセンターをぜひ活用してほ
しい」と呼びかけ、フェスタを締めく
くりました。 ௰ηϯλー長
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ワーク・ライフ・バランスフェスタ2025
不妊治療と仕事の両立支援フォーラム

６企業・団体を表彰
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For the future

日本企業における
ダイバーシティ推進の
現状と課題
ਆށେֶେֶӃܦӦֶڀݚՊ।ڭतɹఉຊՂࢯࢠ

ԋߨௐجԋߨௐجԋߨௐجԋߨௐج

女性活躍の推進というと、女性従業員数を増や

す、女性管理職の比率を上げる、ワーク・ライフ・バ

ランス（WLB）の施策に取り組むといった側面が取

り上げられがちです。しかし、私はそこに違和感を

覚えます。それよりも、女性を活用する制度や取り

組みを通して個々の能力が生かされ、組織として成

果が上がっている状態になっていることこそが重要

だからです。

国内の企業組織では、女性は男性に比べ、いわ

ゆる正規雇用で働いている人や、総合職採用の人

の割合が低いのが現状です。日本の就業者に占め

る女性の割合は約45％。管理職に占める女性の

割合は世界では3割強なのに対し、日本は約13％

とG7では最低です。そして、男女の賃金格差は

23％もあります。

こうした状況から、人数的には女性活躍を推進

しているようでも、ポジションや職種は制限されて

いる、 働きやすさを重視するあまり女性の職域が

人事、広告宣伝、経理財務部門などに限定されて

いるといった問題点が浮かび上がってきます。ま

た、従業員の視点から捉えると、女性活躍推進施

策の対象外の従業員の反発、WLBによる女性の負

担の増加、制度の恩恵を受ける人以外の従業員へ

のしわ寄せの問題など、検討すべき課題は残され

ています。

「 女性従業員数を増やすべき」「 女性管理職の

比率を上げるべき」という主張が成り立つには、「職

場の人材の多様性が、組織成果にプラスの効果

を生じさせる」と言えることが必要です。多様性と

組織成果の実証研究を行ったところ、「ダイバー

シティが高まれば、組織成果に良い影響がある」と

一概には言えないことが明らかになりました。ただ、

「 異なる知識や能力が保持されていると、多様な

顧客に対応できる」「 異なる知識や能力が組み合

わされると、相互に刺激を受けてそれまでにはない

アイデアが創出される可能性が高い」「異なる視点

や価値観は組織内で多様な視点からのアプロー

チを可能にし、より良い意思決定が可能になる」と

いったメリットはあります。

女性活躍を推進するためには何が必要でしょう

か。関西の企業を対象に調査した結果、企業が「女

性活躍に取り組んでいる」と主張しても、従業員は

それを実感していないケースが多いことが示されま

した。また、多様な人材の活躍を促す職場管理が

なされている企業ほど、従業員の女性活躍に対す

る知覚が低いことも明らかになりました。これは、勤

務形態やキャリアなどについての女性への偏った

配慮が、かえって活躍を妨げてしまっている可能性

を示唆しています。

一方で、多様な人材の活躍を目指す経営姿勢・

理念が、女性活躍推進のベースとなることが分かり

ました。採用、教育、評価・配置、働き方などにおい

ても多様性を前提としたものにすることが、その基

盤をつくります。また、女性が活躍できる組織はパ

フォーマンスが高い傾向にあるだけでなく、公平感

や信頼を高める効果があり、組織を活性化すること

も明らかになりました。女性活躍推進は重要な課

題ですが、何かの比率を上げることを目的とするの

ではなく、女性が活躍できる組織を問い続けること

が重要です。

3



不妊治療と仕事の
両立支援の取組

パネルディスカッション

庭本　それぞれの取り組みを教えてください。

野曽原　不妊・不育症の当事者

団体で、2005年にNPO法人化し

ました。私自身不妊治療の経験

があり、当初の活動は当事者支

援が中心でした。徐々に周囲の人々への啓発活動

にも注力するようになり、現在は不妊治療と仕事の

両立支援、当事者の心理的負担の軽減、国や自治

体レベルでの制度改善にも取り組んでいます。

門脇　加東市内に本社を構える

弊社は、医療・食品分野などのプ

ラスチック製品の開発、製造、販売

を手がけています。従業員数は

254人で、男女比はほぼ半々。短時間勤務制度や

スライド勤務制度を導入し、従業員の生活状況に

合わせた柔軟な勤務体制を整えています。不妊治

療を理由にした休暇も取得できるようにしています。

庭本　不妊治療と仕事の両立支援をする際に重

要なことは何だと思いますか。

野曽原　両立の考え方は人それぞれのため、「不

妊治療に重きを置きたい」「仕事にウエートを置き

たい」など個々が選択できるようにすると納得性が

高まります。そもそも、不妊治療には身体的、時間

的、経済的、精神的の4つの負担があり、コントロー

ルできるものとできないものがあります。女性の生

理周期に合わせた治療となるため、通院スケジュー

ルや体調変化などコントロールできない部分につ

いて周囲の理解を得ることが、当事者にとって心強

いサポートになります。

門脇　それぞれの従業員の業務領域を広げること

です。それによって、休む人が出たとしても助け合

う体制が整い、結果として従業員の成長や業務の

効率化、ひいては生産性向上につながるという好

循環が生まれます。また、制度を利用して休暇を取

得した人をサポートした従業員を賞与で評価する

制度も設けています。

庭本　取り組みを進める上で工夫していることは

何ですか。

門脇　不妊治療に関わる休暇を取得できるように

したのは、ある男性従業員が飲み会の席で不妊治

療について相談したことがきっかけでした。言い出

しにくい、相談しづらい雰囲気を払拭するため、弊

社では「その他休暇」という呼び方をしています。ま

た、兵庫県の制度を利用して、不妊治療について

の理解を進めるための社内研修も行っています。

野曽原　何をどこまで誰に話すか、話したくないの

かは当事者本人の選択であることを尊重しつつ、

言わなければサポートを受けられない可能性があ

ることも伝えています。兵庫県の不妊治療支援の

取組では、当団体は6人のアドバイザーを登録して

います。当事者視点だけでなく、職場視点も持った

アドバイスをすることで、両者の負担にならない取り

組みを支援していきたいと考えています。

庭本　不妊治療の特殊性についての理解を促進

するためには、職場での人間関係づくりや業務の

属人化の解消が欠かせません。また、ダイバーシ

ティを推進する上で、個人の背景を想像する力を

みんなで養っていくことが重要だと感じました。

フΝγϦςーλー
ਆށ大ֶ大ֶӃܦӦֶڀݚՊ।ڭतɹఉຊՂࢯࢠ
ύωϦスτ
/10๏ਓ'JOFཧࣄ長ɹ໺ીݪ༪ࢯࢬ
ΞεΧΧϯύχーࣜגձࣾ�̡ ����೥౓8-#දজا業 �r
ࣥ行໾員؅ཧຊ෦長ɹ໳࿬ࢯ๎߂

4



ひょうご仕事と生活のバランス企業表彰
受賞企業・団体と主な取組内容 （五十音順）

ʲ*5αーϏε業ʳ

コベルコソフトサービス株式会社�ʢਆࢢށʣ
ࣾһɺάϧーϓ͕৽たͳ௅ઓ΍ۀ຿ޮ཰Խͷ੒ޭྫࣄͳ
Ͳ ま͟͞まͳऔ૊をࣾ௕ใ঑৹ࠪձͰൃදしɺͦ ͷ年ͷ
.71を決定͢Δ͜ ͱʹ ΑΓࣾһͷϞチϕーγϣンをΞッϓ
・社長と社員が直接話をする「タウンホールミーティング」を

毎年実施。社員一人一人の声を収集し、会社の経営方
針に反映

・育児（中学就学の始期まで対象）、介護のための短時間
勤務制度やリモートワークの活用が浸透

ʲҩ ・ྍ෱ࢱʳ

社会福祉法人三翠会� ʢࢢాࡾʣ

຿をޮ཰ԽしɺۀΑΓʹ༺׆తͳ*$5・%9ͷۃੵ
ಛผཆޢ࿝ਓϗーϜʹ͓͚Δिٳ�೔੍ಋೖを࣮ݱ
・月1回の1on1ミーティング、匿名で意見を伝える「なんで

もポスト」（ウェブ上）の開設など、現場職員の意見が経営
に反映される仕組みづくり

・リフレッシュ有給休暇の取得推進など、職員が心身共に
健康で働ける環境づくりを継続的に実施

ʲ情報௨৴業ʳ

株式会社システムリサーチ� ʢ๛Ԭࢢʣ

ʮ݈ܦ߁ӦʯをܦӦઓུͷཁͱしͯҐஔ෇͚ɺࣾ һͷ
ͷҡ߁݈ ଓతʹऔΓ૊Ήܧʹ্޲࣋・
・社内業務のDX化により柔軟な働き方を支援し、働きやす

さと生産性向上の両立を実現
・健康相談窓口の設置、保険制度、補償制度の充実によ

り、社員が安心して働き続けられる職場環境を整備

ʲ੡଄業ʳ

株式会社千石� ʢՃ੢ࢢʣ

ʮ͕͓͑ࢦ਺ʯをܦӦઓུͱしͯઃ定しɺۀ੷ͱڞʹ
しɺ୭΋͕҆৺しͯಇ͚ࢦを໨্޲һຬ଍度ͷۀै
Δڥ؀੔උをਪਐ
・有給型「養育両立支援休暇」「介護両立支援休暇」を、育

児・介護休業法改正に先行して実施
・経営層に直接意見を伝える対話の場として中期経営計

画浸透研修（千石のみらいを覗く会）を定期的に実施

ʲڠಉ૊߹ʳ

兵庫南農業協同組合� ʢՃݹ઒ࢢʣ

৬һಉ͕࢜ॿ͚߹͏૊৫ͱしͯɺҭ ΒͯΕた৬һ͕
࣍ͷ৬һをҭͯΔ৬৔෩౔をৢ੒
・新入職員に対する手厚いサポート体制を整備。新任渉

外職に営業のベテランが同行する渉外トレーナー制度の
実施により、安心して営業活動に取り組むことが可能に

・育児、療養、介護などの理由により退職を余儀なくされた
中途退職者を再雇用する「退職者カムバック制度」を実施

ʲ੡଄業ʳ

株式会社山本電機製作所� ʢਆࢢށʣ

�0年Ҏ্લ͔Βɺۀ຿ͷޮ཰Խ΍ϓライϕーτͷ�
શࣾతʹऔΓ૊Ήɻ2022年�0݄ʹӡ͚ͯ޲ʹ࣮ॆ
༻։࢝ͷޙ࢈ύύҭٳͷऔಘ཰͸�0ˋ
・男女問わず幅広い業務経験を提供し、能力開発を促進

するためのジョブローテーションを実施。急な人員不足の
際の即時応援が可能に

・新入社員、若手社員の育成のためトレーナー制度を導入
し、話しやすい職場環境を整備

දজۀا・ೝ定ۀاϩΰϚーク
こͷϩΰϚーク͸、ݪ఺をத৺に�఺でόϥϯεをऔΓ、ʮਓʯと͍͏จࣈを
౰ͯ͸Ί͍ͯます。ʮワークʯʮϥΠϑʯʮਓʯͷ�ͭをしっかΓとҙࣝしͯا
業ܦӦをしͯ く͍ことが大ͩࣄと͍ ͏ҙຯをࠐΊ͍ͯます。
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ͻΐ͏ とੜ活ηϯλーで͸、ワーク・ϥΠϑ・όϥϯεࣄ࢓͝
ʢ8-#ʣਪ進にऔΓ૊Ήݝ಺ا業౳ͷ*$5・%9ਪ進をࢧԉ
するたΊ、ຊ೥౓͸、ࣜגձࣾϑΥーόϧにҕୗし、ઐ໳త
な%9ΞυόΠβーがا業౳を๚໰し൐૸ࢧԉを行っ͍ͯま
す。����೥��݄�೔にೌ࡚঎޻ձٞॴで։࠵したʮ8-#
ਪ進に޲けた*$5・%9ਪ進ൃྫࣄදձʯͷηϛφーͷҰ෦
を঺հします。
˞̞ $5ɿ情報௨৴ٕज़、%9ɿσδλϧトϥϯεϑΥーϝーγϣϯ

˔�%9ਪਐʹ͓͚Δ՝୊ͱରԠࡦ
DX推進には、導入コスト、デジタル人材不足、ITリテ

ラシー格差、セキュリティーリスクなど、企業が直面する
課題があります。これらに対しては、補助金・助成金の
活用、外部人材の活用、教育体制の整備など、段階的

な対応が必要です。また、経営層の理解不足や短期的
な効果が見えにくいことも障壁となるため、企業では経
営トップを含めた成功事例の共有や中長期的な視点
での投資判断が重要です。

まとめ

औ
૊

成
果

*$5・%9ͷ活用͸、ʮ業務վֵʯͷखஈで Γ͋、ಇ͖ํվֵとܦӦվળをཱ྆ͤ͞ることにͭながΓます。
8-#ͷਪ進͸、従業員・顧客・औҾઌかΒʮબ͹Εるا業ʯになるたΊͷୈҰาです。ا業ͷօ ま͞に
とっͯҰาを౿み出すܖ機となΓ、࣋ ଓతな੒長΁ͷಓےをඳく͖ っかけとなΕ͹͍޾です。

しৄく͸こͪ Β

˔�ଟ༷ͳಇ͖ํをਪਐした੒ޭྫࣄ
߹һ਺20ਓʣͷ৔ۀ੓ॻ࢜๏ਓʢैߦ

຿%9ͷਐΊํͷスςッϓۀ�˔
単なるツール導入ではなく、業務プロセス全体を見直し、効率化と柔軟性を両立させることが求められます。

Ωーワーυ͸ňϖーύーϨεŉň͍ͭで΋・Ͳこで΋・୭で΋ŉ

Խࢹ຿フϩーͷՄۀ
࣌、ࢴ ؒ、৔ॴ、ਓにґଘする業務をચ͍出し、
՝୊を໌֬化する。

step

1
step

2
ڀҼͷ௥ݪ
ʮなͥࢴなͷかʯʮなͥಛఆͷਓしかで な͖͍ͷ
かʯなͲ、໰୊ͷࠜຊݪҼを୳る。

step

3
վળࡦͷఏࣔ
ϖーύーϨε化、クϥ΢υ活用、31"ಋೖなͲ、
ཧ૝ͷ業務環境をඳ͖、༏ઌॱҐをઃఆする。
˞31"ɿϩϘςΟοク・ϓϩηε・Φートϝーγϣϯ

step

4
ԉࢧߦ࣮
*$5πーϧͷಋೖ、ࣾ 員ڭҭ、੍ ౓੔උを௨͡
ͯվળࡦを࣮૷する。

*$5・%9 ΑʹΔ8-#ਪਐͷススϝͱ࣮ߦͷϙインτηϛφー̍

੒ޭྫࣄ঺հʂ�*$5・%9ਪਐͰɺ8-#ਪਐ͸͜ΜͳʹมΘΔηϛφー2

*$5・%9ਪਐͰ8-#をਐΊΔϙインτ

ηΩϡリςΟーͷ֬อ΍ϩά؅ཧなͲリモートワークମ੍ͷ੔උ΍、ิ ॿۚਃ੥୅行
業務ͷ効率化と顧客؅ཧ、ࣦ ஫リεク௿ݮを໨తに、ʮLJOUPOFʯをಋೖ。ి ・໿ܖࢠ
クϥ΢υ活用にΑるϖーύーϨε化と、ಇ͖ ΍す͍環境 くͮΓ、業務効率化をਤった。
˞LJOUPOFɿ業務Ξϓリߏஙクϥ΢υαーϏε

業務に長
た

けた女性従業員が妊娠・出産を機に退職することがなくなったほか、
リモートワークを行える環境に。また、顧客情報を利活用することで業務効率化
が進み、結果、売上が拡大した。

課題

女性従業員ൺ率が�ׂとߴく、
妊娠・出産した従業員ͷ産લ産ޙ
業औಘに൐͏ٳࣇ業・ҭٳ ຊਓ΍
पғͷ業務ෛ୲΍཭職ͷݒ೦。
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センターからのお知らせ INFORMATION

Πϯλーωοトを௨͡たब職・స職活ಈが૿え͍ͯます。ͦ こで、ฌݝݿで͸、ݝ಺でͷࣄ࢓を୳し͍ͯる
ਓにٻਓ情報を௚઀ಧけるたΊ、ʮͻΐ͏ ͝でಇこ͏ ʂϚονϯάαΠトʯをӡӦし͍ͯます。
。業をืूதですاし͍ͯたͩけるࡌܝਓをٻϚονϯάαΠトに、ࡏݱ
ワーク・ϥΠϑ・όϥϯεͷදজ・
ೝఆ・એొݴ࿥なͲ、ݝ΍ݝ಺ࢢொ
ͷا業౳ݦজ੍౓ͷೝఆをडけͯ
͍るا業で͋Ε͹ʮҠॅࢧԉۚ˞

ର৅๏ਓʯになることがで͖、ٻ職ऀ
΁ͷٻ৺ྗ΋ߴまΓます。ৄ しく͸、
ϗーϜϖーδを͝ݝ ཡくͩ ͍͞ 。

˞Ҡॅࢧԉۚʜ౦ݍژかΒͷҠॅを൐͏ब
業ͷ৔߹、ҠॅऀにରしͯҠॅࢧԉۚが
෇͞Εる৔߹がڅ Γ͋ます。

໰͍߹Θͤઌɿͻΐ͏ ͝Ͱಇ͜͏ ʂϚッチンάαイτӡӦࣄ຿�0��5-&�5ہ���������
ɹҠॅɹϚονϯάݝݿฌࡧݕ

トピックス

2025年度ワーク・ライフ・バランスキャッチフレーズを決定しました

ʮଟ༷ͳਓ׆͕ࡐ༂Ͱ͖Δワーク・ライフ・バランスͷ࣮ݱʯをςーϚʹืूしたͱ͜ Ζɺ2
඼࡞��5
ʢҰൠͷ෦࡞���඼ɺֶ ੜͷ෦�
඼ʣͷԠื͕࡞��� Γ͋ɺ৹ࠪͷ݁Ռɺ࣍ ͷ௨Γड৆࡞඼を決定しま
したɻड৆ऀ͸�2݄�೔։࠵ͷワーク・ライフ・バランスフΣスλʹ͓͍ͯදজ͞Εましたɻ

【一般の部】
ฌޏݝݿ༻ରऀࡾࡦձٞ৆ʢάランϓϦʣ

ʮ�ҰਓͻͱΓͷlΒし z͕͞ɺ૊৫ͷlͭΑ͞ zʹมΘΔʯ
赤
あ か そ べ

曽部 千
ち な み

陽さん（朝来市）　商工会

ฌݿ࿑ಇہ௕৆・ಇ͖ํվֵ৆	४άランϓϦ


ʮ�બ΂Δಇ͖ํ͕ɺબ͹ΕΔձࣾをͭ͘ Δ�ʯ
野
の さ か

阪 愛
あ ゆ

由さん（姫路市）　株式会社ZAPPA（WLB認定企業）

ͻΐ͏ ʣ࡞ηンλー௕৆ʢՂ׆ͱੜࣄ࢓͝

ʮ�ਪしࣄͱཱ྆Ͱ Δ͖͓ࣄ࢓を�ʯ
仁
に き

木 亜
あ や

弥さん（西宮市）　大学非常勤講師

【学生の部】
ฌޏݝݿ༻ରऀࡾࡦձٞ৆ʢάランϓϦʣ

ʮ�ಇ͖ํݟ�௚͢༐͕ؾ�ະདྷをม͑Δ�ʯ
佐
さ と う

藤 晴
は る と

斗さん（西宮市）　高校生

ฌݿ࿑ಇہ௕৆・ಇ͖ํվֵ৆	४άランϓϦ


ʮ�ࣗ ෼ͷ࣌ؒをେ੾ �ʹਓͷ࣌ؒ΋େ੾ �ʹʯ
新
に っ た

田 隼
しゅんだい

大さん（西宮市）　高校生

ͻΐ͏ ʣ࡞ηンλー௕৆ʢՂ׆ͱੜࣄ࢓͝

ʮٳ�ΜͰ͍͍�৺ͷ༨༟͕�࣭をߴΊΔ�ʯ
松
まつもと

本 紗
さ お り

音璃さん（加古川市）　高校生

ΩϟονϑϨーζをࡌܝしたͻΐ͏ 、とੜ活ηϯλーͷ����೥ΧϨϯμー͸ࣄ࢓͝
ηϯλーϗーϜϖーδかΒμ΢ϯϩーυで ま͖す。

ʮͻΐ͏ ͝Ͱಇ͜͏ ʂϚッチンάαイτʯʹ しまͤΜࡌܝਓٻ ʁ͔ ແྉ
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公益財団法人 兵庫県勤労福祉協会

ͻΐ͏ ηンλー׆ͱੜࣄ࢓͝
˟���������ਆࢢށதԝ۠Լࢁख௨�������ฌݝݿதԝ࿑ಇηϯλー�֊
5&- ����ô���ô����� '"9 ����ô���ô����� �̚NBJM �JOGP!IZPHP�XMC�KQ
։ؗ �݄ʙ༵ۚ��ɿ��ʙ��ɿ��ʢॕٳ೔、೥຤・೥࢝をআくʣ�

●神戸市営地下鉄「県庁前」駅西出口③から西へ徒歩7分
●神戸高速鉄道「花隈」駅東口から北へ徒歩9分
●JR「元町」駅西口から北西へ徒歩12分
●阪神電鉄「元町」駅西口から北西へ徒歩14分

阪神元町駅

JR元町駅

花隈駅

県庁前駅
όεࢢ
Լࢁख�ஸ໨

˔
ਆށ
ձڭ

˔ฌݝݿ
ຊ෦࡯ܯ

Լࢁख
าಓڮ
Ֆެ۾Ԃ

ؗެݝ˔

ฌݝݿி

ிݝ
ୈ�߸ؗ

ੜా৽ಓ

खࢁிલݝόεࢢ
ઢװ

Ճࢸ
ೲொ

ށਆࢸ

ொݩ੢ࢸ
ٶࡾࢸ

兵庫県中央労働センター１階
ひょうご仕事と生活センター

ࢁ大૔ࢸ

https://www.hyogo-wlb.jp/ とੜ活ηϯλーࣄ࢓ͻΐ͏͝ࡧݕ

຿ॴࣄਆࡕ
������ত࿨௨ࢢ࡚ೌ���������˟
֊�業ηϯλーϏϧاதখࢢ࡚ೌ
5&- �������������

ඣ࿏ࣄ຿ॴ
˟���������ඣ࿏ࢢ๺৚����
ฌཱݝݿඣ࿏࿑ಇձؗ�֊
5&- �������������

ʢ����೥��݄ൃ行ʣ

˔�ワンスτッϓ૬ஊ�˔�ίーσΟωーλーɺίンαϧλンτͷ೿ݣ�˔�֎෦ઐ໳Ո ΑʹΔݚम・࣮ ફࢧԉ
˔�ςレワークαϙーτηンλー�˔�ࣗ ۀࣄॿ੒ηンλーͷओͳۀا�˔�һҙࣝௐࠪۀैۀا਍அγスςϜ�˔�தখݾ

ଳɺܞ
λϒレッτ͔Β
ΞクηスͰ ま͖͢

ʲ202�年度ೝ定ۀاʳ
਌࿨ࣗಈंࣜגձ ʢࣾඣ࿏ࢢʣɹ͔ࠨΒࢁຊ͞Μɺ౻͞ݪΜɺਆଜ͞Μ〔表紙写真：中〕

業ंなͲͷಛ૷ं、঎用ं、৐用ंなͲͷϝϯ࡞ॴߴ
ςφϯε΍੔උを行͏ಉࣾでಇ͍ͯ໿��೥ͷࢁຊ͞Μ
͸、ࣾ 員かΒཔΒΕるଘࡏ。೔ʑͷࣄ࢓͸ʮਖ਼֬に、ؒ
ҧ͍がな͍Α͏ にʯ進Ί͍ͯます。ਆଜ͞Μと౻͞ݪΜ
͸ೖࣾしͯ໿൒೥ですが、ೋਓと΋すっかΓࣾ಺に༹け
、஌ΓをするλΠϓですがݟ͸ਓࢲʮ。ࢠΜで͍る༷ࠐ

ࣾ಺ͷ৯ࣄձなͲでࣾ員ͷօ͞Μとଧͪղけることが
で ま͖したʯとڭえ くͯΕたͷ͸ਆଜ Μ͞。౻ݪ Μ͞͸લ
職がӦ業職ͩったこと΋͋ Γ、୭とで΋஥ くྑなるλΠϓ。
ʮࣗ෼かΒฉ͖に行くʯと͍͏࢟੎でίϛϡχέーγϣϯ
をऔΓ、ࣾ ಺に৽たな෩をਧ͖ࠐΜで͍ます。

ʪ����೥�݄ʫ
アクティビー
ʢ女性活༂ʣ

ʲ20�0年度දজۀاʳ
Ϟϩκフࣜגձ ʢࣾਆࢢށʣɹງ઒͞Μ〔表紙写真：左〕

モϩκϑͷνーζέーΩとಉ೥ྸで΋͋ るಉࣾॳͷ女
性޻৔長ͷງ઒ Μ͞͸、੡଄Ұے��೥。ʮ޻৔ͷ؅ཧ
職͸உ性ʯと͍ ͏҉໧ͷྃղがࣾ಺に΋ੈؒに΋͋ った
த、ೖࣾ�೥໨にリーμー、��೥໨に੡଄՝長にൈ͖ͯ ͞
Ε、ਤΒͣ ΋女性活༂ͷϩーϧモσϧとしͯ ૸Γଓけ͖ͯ ま
した。ʮͲͷ上࢘΋環境を੔えた上で೚ͤ くͯΕ、ࠔった

࣌に͸खを しࠩ৳΂ くͯΕました。͍ ͭで΋૬ஊで る͖ಉ
྅、出ੈを৺かΒتΜで͍Ζ͍Ζなվળにڠ しྗ くͯΕる
෦Լ。ਓにܙまΕたかΒこͦ がࢲͷࠓ、 ま͍すʯとޠΓます。
で͸ಉࣾͷ女性؅ཧ職ൺ率͸��ˋを௒えました。ඦࠓ
՟ళが大޷ で͖、ʮٳ೔͸σύίεϑϩΞ΍σύ஍Լでリ
ϑϨογϡʂʯと͓ ஡໨にস͏ ງ઒ Μ͞です。ʪ����೥�݄ʫ

アクティビー
ʢ女性活༂ʣ

ʲ2020年度ೝ定ۀاʳ
ࣾձ෱ࢱ๏ਓ๛Ԭࣾࢢձ෱ٞڠࢱձʢ๛Ԭࢢʣɹਆ಺͞Μ〔表紙写真：右〕

ਆ಺ Μ͞͸��೥લ、ब職しͯΘͣか਺೥ޙにࣄ࢓と
հޢͷཱ྆が࢝まΓました。૆฼と૆෕、ͦしͯࠓ͸࣮฼
をհޢし͍ͯます。�೥લかΒ฼਌ͷհهޢ࿥ʮし͋Θ
ͤ೔هʯをॻ͍ͯ Γ͓、ͦͷ೔ͷ݂ѹ΍ศ௨、ਭ຾ঢ়گな
Ͳをه࿥するほか、೔ʑͷ出དྷࣄをॻ͖ཹΊ͍ͯます。೔
܎͸ҩྍؔه とऀ΋ڞ༗し、ͦͷ೔ͷ࣏ྍに΋໾ཱͯ ΋ͯ

Βっͯ ͍るͦ で͏す。ʮͲΜな࣌΋ϢーモΞを๨Εな こ͍とʯ
と࿩し、྆ ཱがμϝͩ とࢥ た͏ͼに、ϢーモΞと、͍ Ζ͍Ζ
なਓͷॿけで৐Γӽえることがで た͖と͍ ͍ます。ࠓで͸、
職৔ͷਓͷհޢͷ૬ஊに΋৐っͯ Γ͓、ݧܦ๛෋で໌る
͍ਆ಺ Μ͞なΒͲΜなことで΋Φーϓϯに࿩ͤͦ͏ とࢥっͯ
΋ΒえるΑ͏ な、ଘײࡏͷ͋るਓです。 ʪ����೥�݄ʫ

ケアモン
ʢհޢʣ

γンϘϧキャラクλーʮ8-#�ʯͷςーϚʹ
Ԋͬͯワーク・ライフ・バランスʢ8-#ʣʹ
औΓ૊Ήํʑを'BDFCPPLɺ*OTUBHSBNͰ
঺հし͍ͯま͢ɻ
����೥�݄ʙ� に݄औΓ上͛たਓを঺հします。

͸͙ ϖ ン�ʢϖϯΪϯʣʜ෉්ڞಇ で͖ྗڠしながΒࢠҭͯ
έ Ξ Ϟ ン�ʢ る͞ʣʜ਌ͷհޢを行͍ながΒ職務にྭΉ
ς レ ͘ ま�ʢくまʣʜςϨワークを利用しͯࡏ୐ۈ務
キーライΦン�ʢϥΠΦϯʣʜࣾ಺に͓ける8-#�ͷΩーύーιϯ
ΞクςΟϏー�ʢみͭ͹ͪʣʜ女性ࣾ員ͷリーμーでॳͷ女性໾員ީิ
Ϡ ϧ ͧ �͏ʢͧ͏ ʣʜޏ࠶用੍౓を利用するϕςϥϯ
フ レ ッ ά�ʢΧΤϧʣʜϑϨοクελΠϜを利用

8-#�

わが社のWLBな人

Instagram

Facebook
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